
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講義】  

「これからの社会教育と社会教育士に求められること」 

【講師】 文教大学准教授 青 山 鉄 兵 氏 

【内容】 

 社会教育士の活躍が期待されている背景や地域における

重要性など、社会教育主事講習を修了した受講生のフォロ

ーアップとしての講義を行った。 

【グループ協議】 

テーマ「地域における社会教育士の役割と可能性」 

【内容】 

 ワールドカフェ方式で、参加者同士が交流し、地域の現

状と今後の活動の可能性について議論した。対面、オンラ

インともにグループ協議を行い、議論の内容を発表した。 

令和６年度（2024 年度）第３回社会教育上級講座 事業報告書 

「社会教育士の学びを深める会」 

事業の内容 

 １ 事業名 社会教育士の学びを深める会 

 ２ 日 時 令和６年３月 20 日（木）９:30～12：30 

 ３ 場 所 かでる２・７ 1060 会議室（ハイブリッド） 

 ４ 参加者 108 名（対面 57 名、オンライン 51 名） 

Ⅰ プログラム 
 

青山氏の講演の様子                    熱い議論が繰り広げられたグループ協議 

対面とオンラインによるグループ発表               会場はオンラインよりも多い57名が参加 



 

１ 満足度 

 

 

 

２ 理解度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ アンケート結果 

Ⅲ 参加者の声 

○ 今回の講座を受けて、どんな一歩を踏み出したいか（自由記述、一部抜粋） 

・自分から社会教育士同士のつながりをつくる 1歩を踏み出したいです。 

・自分の専門性を極めること、そして、社会教育士として何ができるか、 

何をしたら地域とってプラスなのか考えていきたいと思いました。 

・たくさんの同じ思いを持った仲間に会えたのは力になりました。 

・地域で笑顔と繋がりのハブとして頑張ります 

○ 本研修に参加して気付いたこと、感じたこと、これから実践したいと思ったこと等感想（自由記述、一部抜粋） 

・社会教育士の自主的な活動として素晴らしい場だと思いました。企画運営ありがとうございました。 

・青山先生のお話、堅苦しくなくて楽しかったです。社会教育士について改めて考えることができてよかった 

・社会教育士一人ひとりの強みや専門性を理解できると、一人では難しいことも一緒にできることが増え、深め

ることができると感じました。学習者を意識しながらつながり合っていけたらと思いました。 

・自己研鑽できる貴重な時間でした。 

 

 Ⅳ 担当者からひとこと 

Ⅴ 担当者からひとこと 

 今年度、社会教育主事講習の受講生から「もっと社会教育を学びたい」「もっと受講生同士のつながりや輪を広

げたい」という声があり、講習実施期間中から当センターと有志が４回打合せを行い、本講座を行いました。準備

の段階から当日の運営まで、有志に御協力いただき、全国各地から参加した社会教育士が学びを深めることができ

ました。今後も、社会教育士同士が学び、つながりの輪を広げられるよう、バックアップしていきます。 


